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1. 平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 39,703 1.8 716 ─ 664 670.5 157 ─

21年12月期第２四半期 38,982 ─ 60 ─ 86 ─ △170 ─

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 2.41 ─
21年12月期第２四半期 △2.60 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 59,975 18,935 27.8 254.94
 21年12月期 67,752 19,240 25.0 259.51

(参考) 自己資本 22年12月期第２四半期 16,663百万円  21年12月期 16,963百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 21年12月期 ─ ─ ─ 7.00 7.00

 22年12月期 ─ ─

 22年12月期(予想) ─ 7.00 7.00

3. 平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 86,000 3.4 1,500 30.6 1,300 14.1 500 81.5 7.65

G39105
FASF会員マーク



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

  

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在における将来の見通

し、計画の元となる前提、予測を含んで記載しております。実際の業績は、今後の様々な要因によって、

大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、四半期決算短信[添付資料] Ｐ．４ 「1. 当四半期の連結業績等に関する定性

的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

4. その他（詳細は【添付資料】P.５ 「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期２Ｑ 65,586,196株  21年12月期 65,586,196株

② 期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 222,523株  21年12月期 219,057株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 65,365,098株 21年12月期２Ｑ 65,372,855株

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間(平成22年１月１日から６月30日)におけるわが国経済は、政府による経済

政策により個人消費は回復の兆しがみられるものの、厳しい雇用・所得環境が続いております。企業業

績は、原材料費や人件費などのコスト削減効果から回復基調にありますが、欧州危機による世界経済へ

の影響が不透明であることに加え、急激な円高による下押し効果が収益に影響を与えております。 

酒類業界におきましても、デフレの進行による消費者の生活防衛意識の高まりから、節約志向・低価

格志向が続き、収益が圧迫される厳しい経営環境が続いております。 

このような経営環境の下、当第２四半期連結累計期間の売上高は39,703百万円(前年同期比1.8％増)

と増収となりました。 

利益面では、平成21年度より開始したバイオエタノール技術実証事業の売上高増加や原材料価格の低

下が寄与し、連結営業利益は716百万円(前年同期比1,086.4％増)、連結経常利益は664百万円(前年同期

比670.5％増)と大幅な増益となりました。また、連結四半期純利益は157百万円(前年同期は170百万円

の純損失)となりました。 

  

事業の種類別セグメントの概況は以下のとおりであります。 

  

＜酒類事業＞ 

酒類事業では、生活防衛意識の高まりによる内食化が強まる中、消費者の嗜好の変化と多様化に対応

すべく商品の拡充と販売促進活動に注力した結果、酒類事業合計の売上高は34,127百万円(前年同期比

1.0％増)と増収となりました。利益面につきましては、収益志向に基づくマーケティング活動及び原材

料コストの低減が寄与し、145百万円の営業損失(前年同期は376百万円の営業損失)と改善されました。

酒類事業のうち焼酎においては、家庭内飲用の高まりにあわせ、すっきりとした飲みやすさと手頃な

価格が支持された甲類乙類混和焼酎「麦盛り」シリーズの販売促進活動を強化した結果、焼酎全体の売

上高は19,763百万円(前年同期比3.5％増)となりました。 

なお、本年度のモンドセレクションにおいて、「本格芋焼酎 さつま美人 黄金千貫(こがねせんが

ん)」が昨年に引続き優秀品質金賞を受賞いたしました。昨年、最高金賞を受賞した「博多の華 三年貯

蔵」とともに品質の高さが世界に評価されております。 

チューハイ・低アルコール分野では、缶入りチューハイ「直球勝負」シリーズのラインアップ強化に

加え、モルトウイスキーを使用した「ハイボール ７％」を発売するなど、新しい価値提案に取り組ん

だものの、低収益商品からの撤退などの影響により、売上高は3,086百万円(前年同期比2.3％減)となり

ました。 

清酒においては、味わいの良さと家庭でも手軽に楽しめる値頃感を両立させた紙パック商品が好調に

推移し、売上高は4,113百万円(前年同期比4.9％増)となり、市場低迷が続く中、前年同期を上回る伸長

を示しました。 

なお、平成21酒造年度全国新酒鑑評会において、「一滴千両」が金賞を受賞し、「大雪乃蔵」「南部

蔵 長月花(ちょうげつか)」「富久娘」「越の華」の４つの蔵が入賞を果たすなど、伝統を活かした高

品質な酒造りが高く評価されております。 

トップブランドの「元禄美人」を有する合成清酒は、消費者キャンペーンの展開などにより業界トッ

プシェアを維持したものの、売上高は2,239百万円(前年同期比13.8％減)となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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アルコールにおいては、昨年新設した苫小牧工場稼働に伴う生産能力の増加や営業活動の強化によ

り、販売数量は前年同期を上回りました。また、市場価格下落の影響を受けたもののアルコール全体の

売上高は1,755百万円(前年同期比0.2％減)と前年同期並みを確保いたしました。そのほか、みりんなど

を含めた和酒部門全体の売上高は31,540百万円(前年同期比1.3％増)と増収となりました。 

洋酒では、製菓用を中心とした加工用洋酒の売上高は増加いたしましたが、梅酒においては、「鴬宿

梅(おうしゅくばい)」シリーズの「緑茶梅酒」や「にごり梅酒」など、素材や製法にこだわったプレミ

アム梅酒が好調に推移したものの、海外市況の影響を受け、輸出の売上が低調だったため、梅酒全体の

売上高は減少いたしました。ワインにおいても、高い品質で手頃な価格を実現した南アフリカワイン

「トールホース」の販売数量が寄与したものの、景気低迷による贈答用市場の縮小などにより売上高は

減少いたしました。その結果、洋酒部門全体の売上高は2,586百万円(前年同期比1.8％減)と減収となり

ました。 

  

＜食品事業＞ 

調味料においては、高い品質にこだわった商品の販売に注力し、前年に発売した「味奉行(あじぶぎ

ょう)」シリーズが堅調に推移し、売上高は増加いたしました。一方、加工用澱粉事業において、主に

ビール醸造用コーングリッツの売上高が減少いたしました。 

この結果、食品事業については、売上高は2,352百万円(前年同期比6.4％減)となりましたが、営業利

益は加工用澱粉事業における原材料価格の低下やその他売上原価の低減に努めた結果、前年同期を上回

る65百万円(前年同期は56百万円の営業損失)と改善いたしました。 

  

＜酵素医薬品事業＞ 

酵素部門では、乳糖分解酵素の販売が減少いたしましたが、原薬部門の糖尿病治療用原薬や抗炎症用

原薬の販売が大幅に増加し、主力の高脂血症治療用原薬も好調に推移いたしました。 

この結果、酵素医薬品事業については、売上高は1,932百万円(前年同期比7.3％増)、営業利益は466

百万円(前年同期比3.1％減)となりました。 

  

＜不動産事業、バイオエタノール技術実証事業、その他の事業＞ 

不動産事業、バイオエタノール技術実証事業、その他の事業については、売上高1,290百万円(前年同

期比45.0％増)、営業利益は330百万円(前年同期比2,556.1％増)となりました。    

不動産事業については、前年同期に、保有する不動産の売却があったため、売上高は減少いたしまし

た。平成21年９月より販売を開始したバイオエタノール技術実証事業については、販売が好調に推移し

ており、売上高は475百万円となりました。その他の事業においては、飲食事業の売上高が減少いたし

ました。 

  

（資産、負債及び純資産の状況） 

当第２四半期連結会計期間末の総資産につきましては、59,975百万円となり、前連結会計年度末と比

較し7,777百万円の減少となりました。これは主に季節要因による売上高の減少により、受取手形及び

売掛金等が減少したことによるものであります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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負債につきましては、41,040百万円となり、前連結会計年度末と比較して7,472百万円の減少となり

ました。これも主に、季節要因による売上高の減少により、支払手形及び買掛金、未払酒税等が減少し

たことによるものです。 

純資産につきましては、18,935百万円となり、前連結会計年度末と比較して304百万円の減少となり

ました。これは主に、利益剰余金の減少によるものであります。 

  

(キャッシュ・フローの状況) 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は1,718百万円(前年同期比782百万

円減)となり、前連結会計年度末と比較して388百万円の減少となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローにおける資金の増加額は、1,029百万円(前年同期比806百万円増)

となりました。これは主に、未払酒税の減少額4,028百万円、仕入債務の減少額1,194百万円、その他の

流動負債の減少額1,008百万円等がありましたものの、売上債権の減少額5,874百万円、減価償却費

1,634百万円等を計上したことによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローについては、固定資産の取得による支出563百万円等がありまし

たので、562百万円(前年同期比3,014百万円増)の資金減少となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加額110百万円がありましたものの、長期借

入金の返済による支出465百万円、配当金の支払額457百万円等により、854百万円(前年同期比4,299百

万円減)の資金減少となりました。 

  

平成22年12月期の通期業績予想につきましては平成22年２月５日発表の業績予想から変更はありませ

ん。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。  

①簡便な会計処理 

・一般債権の貸倒見積高の算定方法 

一部の連結子会社は、当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定した

ものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を

算定しております。 

・棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

・固定資産の減価償却の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

・繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

・税金費用の計算 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算する方法を採用しております。  

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

 (3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,732 2,121

受取手形及び売掛金 16,711 22,585

有価証券 5 4

商品及び製品 7,928 7,777

仕掛品 397 311

原材料及び貯蔵品 1,195 1,330

繰延税金資産 741 948

その他 872 1,072

貸倒引当金 △12 △18

流動資産合計 29,572 36,133

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 25,563 25,437

減価償却累計額 △14,961 △14,571

建物及び構築物（純額） 10,601 10,866

機械装置及び運搬具 30,557 30,587

減価償却累計額 △23,755 △22,826

機械装置及び運搬具（純額） 6,802 7,761

その他 2,344 2,344

減価償却累計額 △1,861 △1,813

その他（純額） 483 531

土地 8,791 8,791

建設仮勘定 35 32

有形固定資産合計 26,714 27,983

無形固定資産

のれん 388 338

その他 938 951

無形固定資産合計 1,327 1,290

投資その他の資産

投資有価証券 1,220 1,201

長期貸付金 1 2

繰延税金資産 222 192

長期預金 500 500

その他 422 456

貸倒引当金 △6 △7

投資その他の資産合計 2,360 2,345

固定資産合計 30,403 31,619

資産合計 59,975 67,752
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,491 6,686

短期借入金 7,840 4,580

リース債務 55 55

未払金 4,145 5,171

未払酒税 5,559 9,588

未払法人税等 271 654

賞与引当金 61 55

役員賞与引当金 17 47

設備関係支払手形 168 288

その他 1,032 1,437

流動負債合計 24,643 28,563

固定負債

長期借入金 10,945 14,560

長期預り金 3,299 3,190

リース債務 195 222

退職給付引当金 1,184 1,163

役員退職慰労引当金 18 18

繰延税金負債 531 534

その他 222 258

固定負債合計 16,396 19,948

負債合計 41,040 48,512

純資産の部

株主資本

資本金 6,946 6,946

資本剰余金 5,576 5,576

利益剰余金 4,140 4,440

自己株式 △57 △57

株主資本合計 16,606 16,906

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 60 49

繰延ヘッジ損益 △2 7

評価・換算差額等合計 57 57

少数株主持分 2,271 2,276

純資産合計 18,935 19,240

負債純資産合計 59,975 67,752
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
 至 平成22年６月30日)

売上高 38,982 39,703

売上原価 31,155 31,678

売上総利益 7,826 8,024

販売費及び一般管理費 7,765 7,308

営業利益 60 716

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 19 19

受取賃貸料 35 39

為替差益 8 －

負ののれん償却額 82 81

雑収入 31 22

営業外収益合計 178 164

営業外費用

支払利息 117 184

雑損失 35 32

営業外費用合計 152 216

経常利益 86 664

特別利益

固定資産売却益 79 －

事故米穀関連助成金 － 50

株式割当益 － 28

その他 30 2

特別利益合計 109 82

特別損失

固定資産除売却損 10 24

たな卸資産処分損 239 －

訴訟和解金 － 35

自主回収費用 － 34

その他 17 75

特別損失合計 268 170

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△72 575

法人税等 119 405

少数株主利益又は少数株主損失（△） △21 12

四半期純利益又は四半期純損失（△） △170 157
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△72 575

減価償却費 1,518 1,634

のれん償却額 27 31

負ののれん償却額 △82 △81

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4 20

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △36 △7

賞与引当金の増減額（△は減少） 2 6

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △29

受取利息及び受取配当金 △20 △20

支払利息 117 184

株式割当益 － △28

投資有価証券評価損益（△は益） － 16

固定資産除売却損益（△は益） △68 24

たな卸資産処分損 239 －

事故米穀関連助成金 － △50

訴訟和解金 － 35

自主回収費用 － 34

売上債権の増減額（△は増加） 5,892 5,874

たな卸資産の増減額（△は増加） △108 △101

仕入債務の増減額（△は減少） △1,545 △1,194

未払酒税の増減額（△は減少） △3,557 △4,028

その他の流動資産の増減額（△は増加） △176 184

その他の流動負債の増減額（△は減少） △892 △1,008

その他の固定負債の増減額（△は減少） △163 72

その他 △315 △372

小計 717 1,772

利息及び配当金の受取額 21 20

利息の支払額 △156 △223

事故米穀関連助成金の受取額 － 50

法人税等の支払額 △359 △589

営業活動によるキャッシュ・フロー 222 1,029

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △4,641 △563

固定資産の除売却による収支（△は支出） 178 △4

国庫補助金による収入 899 13

投資有価証券の取得による支出 △1 △0

子会社株式の取得による支出 △13 △1

その他 2 △5

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,577 △562
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,000 110

長期借入金の返済による支出 △65 △465

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △16 △27

配当金の支払額 △458 △457

少数株主への配当金の支払額 △14 △14

その他 △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,444 △854

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 89 △388

現金及び現金同等物の期首残高 2,410 2,106

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,500 1,718
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該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間 (自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、製品の種類・性質に加え販売市場の類似性などを考慮して、酒類、食品、酵素医薬品、不動

産、その他の５事業に区分しています。 

 ２ 各事業区分の主な製品 
 

      ３ 会計処理の変更    

       （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」②に記載のとおり、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用しております。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失が「その

他」で129百万円増加しております。 

       （有形固定資産の耐用年数の変更） 

 「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より機械装置の耐用年数について改正後の法人

税法に基づき耐用年数を変更しております。 

   この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失が「酒

類」で33百万円、「食品」で３百万円、「その他」で０百万円、それぞれ増加し、営業利益が「酵素医薬

品」で２百万円増加しております。 

           

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

酒類 
(百万円)

食品
(百万円)

酵素
医薬品 
(百万円)

不動産
(百万円)

その他
(百万円)

計 
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

33,776 2,514 1,800 249 640 38,982 ― 38,982

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

38 0 ― 297 2,963 3,299 (3,299) ―

計 33,814 2,515 1,800 547 3,603
 

42,281 
 

(3,299) 38,982

営業費用
 

34,191 
 

2,572 1,318 250 3,888 42,221 (3,299) 38,921

営業利益又は営業損失(△) △376 △56 481 297 △285 60 ― 60

事業区分 主な製品

 酒類 焼酎、チューハイ、合成清酒、清酒、梅酒、加工用洋酒、ワイン

 食品 加工用澱粉、調味料

 酵素医薬品 酵素、原薬、診断薬、健康食品

 不動産 不動産の売買、不動産の賃貸

 その他 飲食事業、倉庫業、荷役業、バイオエタノール
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当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

 
(注) １  事業区分は、製品の種類・性質に加え販売市場の類似性などを考慮して、酒類、食品、酵素医薬品、不動

産、バイオエタノール技術実証、その他の６事業に区分しています。 

 ２  各事業の主な製品 
 

  ３ 会計処理の変更 

     前連結会計年度の第２四半期連結会計期間までその他に含めておりましたバイオエタノール技術実証は、

前第３四半期連結会計期間より販売を開始したため、「バイオエタノール技術実証」として区分表示する

ことに変更しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が、90％を超えているため、所在地別セ 

グメント情報の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が、90％を超えているため、所在地別セ 

グメント情報の記載を省略しております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

   当第２四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日)    

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

酒類 
(百万円)

食品 
(百万円)

酵素
医薬品 
(百万円)

不動産
(百万円)

バイオエ
タノール
技術実証 
(百万円)

その他  

(百万円)
計 

(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に 
  対する売上高

34,127 2,352 1,932 207 475 607 39,703 ─ 39,703

(2) セグメント間 
    の内部売上高
  又は振替高

49 0 ─ 304 ─ 2,443 2,797 (2,797) ─

計 34,176 2,352 1,932 512 475 3,050 42,500 (2,797) 39,703

営業費用 34,321 2,287 1,466 191 531 2,985 41,784 (2,797) 38,986

営業利益又は 
営業損失(△)

△145 65 466 321 △55 65 716 ─ 716

事業区分 主な製品

酒類 焼酎、チューハイ、合成清酒、清酒、梅酒、加工用洋酒、ワイン

食品 加工用澱粉、調味料

酵素医薬品 酵素、原薬、診断薬、健康食品

不動産 不動産の売買、不動産の賃貸

バイオエタノール技術実証 バイオエタノール、エタノール蒸留粕

その他 飲食業、倉庫業、荷役業

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 
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該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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